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 National Graduate Institute for Policy Studies (GRIPS) 
Professor Jun Iio 
審査委員会を代表し、以下のとおり審査結果を報告します。 
On behalf of the Doctoral Thesis Review Committee, I would like to report the result of the Doctoral 











Policy Professionals Program 
審査委員会 
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Date of the Doctoral Thesis 
Review Committee 
2021年 3月 23日 
論文発表会開催日 
Date of the Defense 
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審査結果 
Result 
       合格       不合格 
       Pass       Failure 
※ タイトルが英文の場合、文部科学省に報告するため、和訳を付してください 
Please add a Japanese title that will be reported to MEXT. 




 2 / 5 
 

















れた主に 2000 年代、2009 年分類によるそれ以降の３つの時期に分けられることを明
らかにし、アジア通貨危機や世界金融危機による混乱期を除いて、それぞれの時期に
分けて具体的なあり方を国ごと観察するという方針が確認された。 
 これを受けて、第 3章から第 5章では、それぞれの時期における為替制度において、
デジュリとデファクトの違いが持つ意味を具体的に検討している。 
 第 3 章では、1970 年代から 1990 年代まで継続して、デジュリの為替制度とデファ
クトの為替制度を各国について具体的に検討した結果、先行研究で問題となっている
両者の乖離は、改定前の制度を改訂後の制度と混同していることによるもので、対象











































2. 審査報告 Notes from the Doctoral Thesis Review Committee (including changes required to 
the thesis by the referees) 
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3. 最終提出論文確認結果 Confirmation by the Main Referee that changes have been done to the 




4. 最終審査結果 Final recommendation 
 審査委員会は、本論文が、IMFに対する各国通貨当局の為替制度の言明を取り上
げ、政治学や経済学の領域にまたがる方法を用いて、外国為替制度に関する実態を
明らかにした優れた事例研究であり、本学の博士論文にふさわしい内容であると判
断した。そこで、審査委員会として、出口恭子氏に、博士（政策研究）の学位が授
与されるべきであると結論する。 
